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ロ
シ
ア
で
は
、
新
石
器
時
代
が
早
期
（
一
・
三
〜
一
万
年
前
）、
前
期
（
一
万
〜

八
千
年
前
）、
中
期
（
八
〜
五
千
年
前
）、
後
期
（
五
〜
三
・
五
千
年
前
）
の
区
分
で

変
遷
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
広
大
な
面
積
の
割
に
発

掘
さ
れ
た
遺
跡
数
は
少
な
く
、
文
化
内
容
の
詳
細
な
変
遷
が
明
確
に
な
っ
た
訳
で
は

な
い
。
本
論
の
対
象
と
な
る
極
東
地
域
で
は
、
早
期
の
遺
跡
の
発
掘
事
例
が
な
い
の

に
対
し
て
、
完
新
世
の
最
温
暖
期
頃
に
は
複
数
の
文
化
が
並
存
す
る
こ
と
が
特
徴
と

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
位
置
的
環
境
か
ら
、
中
国
北
部
や
韓
半
島
と
の
関
係
が
深

く
、
比
較
文
化
的
研
究
を
お
こ
な
わ
ず
に
、
そ
の
文
化
形
成
過
程
を
追
及
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。
例
え
ば
、
新
石
器
後
期
の
ザ
イ
サ
ノ
フ
カ
文
化
で
は
、
中
国
と
北

朝
鮮
の
国
境
に
位
置
す
る
白
頭
山
の
黒
曜
石
が
石
器
素
材
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
生
業
基
盤
で
あ
る
ア
ワ
・
キ
ビ
農
耕
と
共
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
温
暖
期
で
あ
る
中
期
の
ベ
ト
ゥ
カ
文
化
で
は
、
北
海
道
で
石
刃
鏃
と
呼

ば
れ
る
特
徴
的
な
狩
猟
具
が
製
作
さ
れ
、
漁
撈
具
や
石

も
多
い
こ
と
か
ら
、
狩

猟
・
採
集
・
漁
撈
が
生
業
の
基
盤
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
本
論
で
は
、
ザ
イ
サ

ノ
フ
カ
文
化
と
ベ
ト
ゥ
カ
文
化
に
属
す
る
二
つ
の
遺
跡
を
対
象
に
、
石
器
使
用
痕
分

析
を
実
施
し
、
推
定
さ
れ
る
生
業
活
動
と
関
係
す
る
よ
う
な
使
用
痕
が
得
ら
れ
る
か

を
確
認
し
た
い
。
ま
た
、
分
析
の
実
践
を
経
て
み
え
た
課
題
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。
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